
これらの大腸菌450株の薬剤感受性試験成績を表4に

示した。供試した15薬剤のうち12薬剤（ABPC、 CEZ、

CTF、 DSM、 GM、 KM、 OTC、 BCM、 CP、 NA、

ERFX 及びTMP）に対する耐性株が存在し、それらの

耐性率は0.7～42.2％であった。

4．おわりに

平成11年度の予備調査及びそれ以降に全国の都道府

県の協力により本格的に開始された全国調査第1クール

（平成12～15年度）で集積された各種細菌の薬剤感受性

試験成績等は、畜産分野における年次別及び由来動物

別の耐性菌動向として取りまとめを行い、「動物医薬品

検査所年報（第41号,63-67,2004）」に公表した。現在、

畜産分野での抗菌性物質の使用状況と分離菌の薬剤感

受性の動向について情報を蓄積しながら、詳細な解析

を行っている。

畜産分野で使用されている抗菌性物質は、食品安全

委員会により作成された「家畜等への抗菌性物質の使

用により選択される薬剤耐性菌の食品健康影響に関す

る評価指針」（平成16年9月）に基づき、リスク評価が

行われている。今後、リスク評価の結果を踏まえて、

現状のリスク管理の見直しを含めた検討が行われてい

くこととなる。その中で、国内を網羅した本調査成績

は、リスク評価及び管理に資する極めて重要なものと

なっている。

動物用抗菌剤の承認又は抗菌飼料添加物の指定、並

びに流通・使用の各段階での薬事法、飼料の安全性の

確保及び品質の改善に関する法律及び食品衛生法に基

づく様々な規制は、薬剤耐性菌の出現の抑制につなが

っている。動物用抗菌剤については、添付文書等の基

本情報（抗菌スペクトル、薬物動態等）や原因菌の薬

剤感受性データに基づき適正に選択することや、適応

症に対応する用法・用量及び使用上の注意事項等を厳

守することが重要である。また、抗菌性飼料添加物に

ついては、定められた使用の方法の基準を遵守するこ

とが、耐性菌の出現を抑制するために重要である。

今回取りまとめた調査成績については、畜産現場に

おける抗菌性物質の適正な使用の一助として活用して

いただきたい。
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表4 大腸菌の薬剤感受性試験（平成19年度）
薬剤 Range MIC 50 MIC 90 ブレークポイント 耐性株数 耐性率

(μg/ml) (μg/ml) (μg/ml) (μg/ml) (%)
ABPC 1->512 4 >512 32* 96 21.3 
CEZ 1->512 2 4 32* 24 5.3 
CTF ≤0.125-512 0.5 1 8* 25 5.6 
DSM 1->512 4 512 32* 141 31.3 
GM 0.25-64 1 2 16* 3 0.7 
KM 1->512 4 8 64* 26 5.8 
APM 2-32 8 16
OTC 0.5-512 4 256 16* 190 42.2 
BCM 8->512 32 64 128* 5 1.1 
CP 1-512 8 16 32* 37 8.2 
CL 0.25-8 1 2 16*
NA 1->512 4 128 32* 53 11.8 
ERFX ≤0.125->32 ≤0.125 0.25 2* 11 2.4 
SDMX 32->512 >512 >512
TMP ≤0.125->512 1 >512 16* 71 15.8 

＊: CLSIに規定されたブレークポイント

表５　動物別耐性率の比較
耐性率（％）

サルモネラ カンピロバクター 腸球菌 大腸菌

ABPC 牛 － 0.0 0.0 9.2 
豚 0.0 0.0 0.0 22.6 
肉用鶏 0.0 4.7 1.9 42.2 
産卵鶏 0.0 27.9 0.0 15.2 

DSM 牛 － 11.1 8.8 19.2 
豚 100 64.1 24.7 43.4 
肉用鶏 74.0 1.6 29.0 43.1 
産卵鶏 20.0 5.9 23.7 23.2 

EM 牛 NT 0.0 1.0 NT
豚 NT 43.8 36.1 NT
肉用鶏 NT 3.1 34.6 NT
産卵鶏 NT 0.0 22.0 NT

OTC 牛 － 66.7 16.7 26.2 
豚 71.8 87.5 67.0 57.5 
肉用鶏 74.1 42.2 67.3 53.9 
産卵鶏 0.0 30.9 39.8 35.7 

NA 牛 － 37.0 NT 5.4 
豚 0.0 59.4 NT 6.6 
肉用鶏 11.1 34.4 NT 28.4 
産卵鶏 0.0 22.1 NT 8.9 

ERFX 牛 － 33.3 2.0 1.5 
豚 0.0 56.3 6.2 0.0
肉用鶏 0.0 32.8 15.9 5.9 
産卵鶏 0.0 23.5 6.8 2.7

－：分離株なし
ＮＴ：実施せず


